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　１次元冷却原子気体を記述する模型として、１次元δ関数型斥力相互
作用を持つボソン系（Lieb-Liniger模型）を考える。このモデルの様々な
熱力学量は“ベーテ仮説法”を用いて厳密に解析される。この方法は１
次元に限定される手法ではあるが、弱結合から強結合まで任意の相互作
用において厳密に解析出来る大きな利点がある。さらに近年では、ベー
テ解を用いた数値計算方法の発展によって、可解模型のダイナミクスを
解析することが可能になった。

　 Lieb-Liniger模型のホール励起（typeII励起）は、弱結合極限において
古典暗ソリトンに対応すると考えられている [1]。
　最近、我々は量子ソリトンに対応する量子波束を構成し、その時間発
展を長時間にわたり数値的に厳密に追うことに成功した [2]。そしてさら
に、再帰現象がみられることを示した。

　本発表ではこの研究を基に、量子ソリトンのダイナミクスを計算し、
再帰時間の粒子数や相互作用依存性を解析した結果を報告する。
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